
●参
考
文
献
　（
株
）
同
朋
舎
出
版  

書
迹
名
品
集
成 

第
三
巻 

智
永 

真
草
千
字
文

、
真
草
千
字
文
「
両
疏
見
機
（
リ
ョ
ウ
ソ
ケ
ン
キ
）」

疏
広
と
疏
受
の
父
子
は
士
官
後
︑
身
を
引
く
時
の
機
を
み
て
官
職
を
辞
し

故
郷
に
帰
っ
た
︒
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181

は

を

そ
こ
う
　

そ
じ
ゅ

り
ょ
う
　
　
そ

、

き

み

●

微 ●



支参
考
文
献
　（
株
）
同
朋
舎
出
版  

書
迹
名
品
集
成 

第
三
巻 

智
永 

真
草
千
字
文

、
真
草
千
字
文
「
解
組
誰
逼
（
カ
イ
ソ
ス
イ
ヒ
ョ
ク
）」

誰
か
が
迫
っ
た
も
の
で
も
な
く
︑
機
を
見
て
の
勇
退
で
あ
っ
た
︒
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182

を

き
て
は

ひ
も

と

か

ら
ん
。

た
れ
　

せ
ま

●

● ●



刪参
考
文
献
　（
株
）
同
朋
舎
出
版  

書
迹
名
品
集
成 

第
三
巻 

智
永 

真
草
千
字
文

、
真
草
千
字
文
「
索
居
閑
処
（
サ
ク
キ
ョ
カ
ン
シ
ョ
）」

人
里
離
れ
た
と
こ
ろ
に
住
み
︑
物
静
か
に
暮
ら
す
︒
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し
、

さ
く
　
　
き
ょ

か
ん
　
　
し
ょ

●

● 魚支



●参
考
文
献
　（
株
）
同
朋
舎
出
版  

書
迹
名
品
集
成 

第
三
巻 

智
永 

真
草
千
字
文

、
真
草
千
字
文
「
沈
黙
寂
寥
（
チ
ン
モ
ク
セ
キ
リ
ョ
ウ
）」

世
事
に
は
口
を
出
さ
ず
︑
俗
人
と
交
わ
ら
ず
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
︒
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た
り
。

ち
ん
　
　
も
く
　
　
　
せ
き
　
　
り
ょ
う

侵●

蕭 ●



侵参
考
文
献
　（
株
）
同
朋
舎
出
版  

書
迹
名
品
集
成 

第
三
巻 

智
永 

真
草
千
字
文

、
真
草
千
字
文
「
求
古
尋
論
（
キ
ュ
ウ
コ
ジ
ン
ロ
ン
）」

昔
の
人
の
思
想
を
論
じ
た
り
︑
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185

を

め
て

い
に
し
へ

も
と

ね

じ
、

た
ず
　

ろ
ん

尤

元真● ●



蕭参
考
文
献
　（
株
）
同
朋
舎
出
版  

書
迹
名
品
集
成 

第
三
巻 

智
永 

真
草
千
字
文

、
真
草
千
字
文
「
散
慮
逍
遥
（
サ
ン
リ
ョ
シ
ョ
ウ
ヨ
ウ
）」

自
然
の
中
を
心
の
ま
ま
に
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
く
︒
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186

を

じ
て

お
も
い

さ
ん

す
。

し
ょ
う
　
よ
う

●

蕭 ●



支●参
考
文
献
　（
株
）
同
朋
舎
出
版  

書
迹
名
品
集
成 

第
三
巻 

智
永 

真
草
千
字
文

、
真
草
千
字
文
「
欣
奏
累
遣
（
キ
ン
ソ
ウ
ル
イ
ケ
ン
）」

喜
ば
し
い
気
持
ち
で
心
が
満
た
さ
れ
れ
ば
︑
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び

ま
り

よ
ろ
こ

あ
つ

い
を

り
、

わ
ず
ら
　

や

文

● ●



寒参
考
文
献
　（
株
）
同
朋
舎
出
版  

書
迹
名
品
集
成 

第
三
巻 

智
永 

真
草
千
字
文

、
真
草
千
字
文
「
慼
謝
歓
招
（
セ
キ
シ
ャ
カ
ン
シ
ョ
ウ
）」

悩
み
は
憂
い
は
去
り
︑
楽
し
い
こ
と
が
自
然
に
招
か
れ
る
よ
う
に
集
ま
る
︒
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み
を

し
て

い
た

し
ゃ

び

く
。

よ
ろ
こ

ま
ね

●

蕭 ●



●参
考
文
献
　（
株
）
同
朋
舎
出
版  

書
迹
名
品
集
成 

第
三
巻 

智
永 

真
草
千
字
文

、
真
草
千
字
文
「 

渠
荷
的
歴
（
キ
ョ
カ
テ
キ
レ
キ
）」

溝
に
は
蓮
の
花
が
鮮
や
か
に
咲
き
︑
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189

は

と
し
て
、

き
ょ
　
　
か

て
き
　
　
れ
き

魚●

● 歌●



尤参
考
文
献
　（
株
）
同
朋
舎
出
版  

書
迹
名
品
集
成 

第
三
巻 

智
永 

真
草
千
字
文

、
真
草
千
字
文
「
園
莽
抽
条
（
エ
ン
モ
ウ
チ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
）」

庭
園
の
草
葉
は
生
い
茂
り
︑
木
々
の
枝
は
豊
か
に
伸
び
る
︒
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190

は

を

え
ん
　
　
も
う

え
だ

ん
ず
。

ぬ
き
　

元

蕭 ●
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